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アタバー ト参詣が活性化 した19世紀後年のケルマ-ンシャー州長官(1ゆは妹腕家 として名
＼を訪れるアゼルバイジャンの参詣者らの道は,大半がこの地を通っている｣[Fakhr:105]
と述べているoDihgulanやQurvaは,タプリー ズからウルミエ湖東岸を通り,Bunab
























東 方 学 報





















































































著者名 月/日(午) 職 年齢 出/蘇 アタバートでの参詣,経路 (滞在日数) 同行者
1? 10/2-3/10 ? フ Tihr豆n Kaz(3)-Sam(4)-Kaz(3)-Kar(4).家族
(R虎之na-ma)(1855-56) (廷臣) -Naj(22)-Kar(14?)-Naj(3)-Ear(3日-Kaz (18人?)
2Adib 9/14-2/22 廷臣 28Tihr豆n Bag/Kaz (10)-Sam(6)-Kaz(14)友人.徒者
a1-Mulk (1856-57) -Kar(12)-Naj(12)-Kar(8)-Kaz/Bag(8) (24人)
3 A`2ud 3/19-9/8 廷臣 45Tihran Kaz(7)-Kar(3)-Naj(8)-Kar(23)部下
a1-Mulk (1867) -Kaz(7)-Sam(3)
4Ⅰ`tis云m lop-10? 外務 42Tihr豆n Kaz(10)-Sam(3)-Kar(40)-Naj?
a1-Mulk ~ (1867デー68)官僚 (40)-Kar
5N豆sir 9/16-2/21 君主 40Tihr豆n Bag(5)-Kaz(1)-Kar(5)-Naj(5)後宮.部下
a1-Din (1870-71) -Kar(4)-Bag(5)-Sam(3)
6Niz云m 12/18-7? 詩人 ? Tabriz Bag/Kaz-Ear-Naj-Ear-Kaz/友人
a1-`Ulama (1871-72) Bag-Sam
7Fakhr 10/13-4/16 廷臣 25Tihr豆n Kaz(1)-Kar(20)-Naj(9)-Kar(5)友人｣家族
aトMulk (1886-87) -Ka等(4).-Sam(3)-Kaz(6) (25人)
8Sadid 6/8-9/ll 地方 25Tihr豆n/Kaz(3)-Kar(5)-Naj(20)-Kar(4)母親.姪
a1-Saltana (1898) 官僚 Bandar -Kaz(18)-Bag(1)





























































































































東 方 学 報
<表2およびグラフ>ハ-ナキーンの月別検疫所通過者および騎乗 ･荷連用動物数
商人.参詣者(a) ラバ追い(b) 計 (a+b) 動物
Mart 1,122 284 1,406 2,190
Nisan 1,830 304 2,134 3,087
MaylS 3,060 229 3,289 3,330
Haziran 1,267 154 1,421 2,0ケ2
Temmuz 658 161 819 1,256
A豆ustos 1,093 88 1,181 1,320
EylQl 17,052 701 17,753 18,700
Te芦r王n-ievVe1 19,614 669 20,283 20,384
Te芦rl^n-isまni 3,826 64 3,890 4,025
Kanan-1eVVel 2,617 150 2,767 3,857
K急nan-1San^1 669 254 923 2,429
Subat 161 290 451 1,406
⊂::=コ Tl.(-SLl







Mart NISan MaylS Hazlran Temrnuz Agustos Eylユl Te亨rh-1 Te亨rin-1 K畠nGn-1 Kanan-1 Subat




































































































































































































東 方 撃 報




















































































































































東 方 畢 報






























































































































































































人 (.tabba-b)早,水持ち人 (a-bda-r)やコーヒー係 (qahvachi)が存在し [Adib:291],























































































































































































アタバー トのイマーム廟の中でも豪華絢欄と目されるフサイン廟は,金の ドー ムとミ･
ナレットを持ち,タイルや賛石でもって飾 り立てられていた但2)｡また廟の中には,40段
の階段を降りた所に ｢暗殺の場 (qatl-ga-h)｣と呼ばれる場所があり [Adib:164],フサ
インとともに戦って殉教 した,フサインの長男 A`liAkbarや72人の殉教者63)の墓が廟内
の一角 を占めていた [Ta1ibi:408;Lorimer:II/978]07サイ ン廟 は,木曜 日の晩
(shab-ijuma`)は,朝 まで聖所 (匝ram)の門が開いてお り,夜中の参詣が可能であ
った [Fakhr:47]｡




































































東 方 学 報
フサインの首が安置されていると博えられる場所があったようである [T豆libi:417]｡
墓廟には,大小の金製や銀製のシャンデリアが飾られ,現代にまで博わる賓物庫が存


























































































































ー ド,二人のサー 1)フ (?豆Iibayn)に充てられている｡また,キブラの方角にも,イ














(lG) Zaydb.S血豆n｡アリー の教友であり,｢ラクダの戦い｣で戦死した [Ardakani:93]｡









































































参詣場蹄 としては,この他に,サーマ ッラー街道途上のバ ラ ドにあるSayyid
Muhammadb.`Alial-Hadi(雌の墓や,シャフラヴァ-ンにあるMiqdad(lu)の墓が奉げ

























































































































































































受 け られ る｡例 えばFakhr a1-Mulkは,Ibrahim b.M豆1ik a1-Ajdar,Sayyid






























































囲を ｢周回 (tava7)｣ し(瓜,柵に ｢口付け (biisa)｣,参詣は終了するO









































































































































東 方 畢 報


























































































































































































































東 方 学 報
女に接近しようとしている(】脚｡彼 らの場合は年齢的にも若 く [表 1参月別,族中である
ために羽を伸ばすといったところであろうか｡このようなイラン人参詣者の行動は,宗






















































































































































































































































































シャルダン:JeanChardin.羽田正 『シャルダン 『イスフア--ン誌』研究- 17世紀
イスラム圏都市の常像』.東京大学出版合,1996.
〔65〕 114



































































東 方 学 報
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